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第08回 情報プレゼンテーション演習

書体と⽂章で、階層をつくる

問い・主張・根拠・条件を、同じ大きさにしない
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HIERARCHY 例
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同じ内容でも、階層で伝わり⽅が変わる
どこを最初に読んでほしいかを、文字の大きさ・太さ・配置で決める

Before｜全部同じ After｜役割を分ける

学校はAI相談履歴を見るべきか

AI相談チャットでは生徒の不安が軽減している。

一方で、生徒は教師に相談しなくなった。

学校が履歴を見ると発表すると利用したくない生徒が多
い。

学校は重大な危険を把握する責任もある。

個別履歴は原則として学校が見ない方がよい。

問い

学校はAI相談履歴を⾒るべきか

主張 原則として、個別履歴は見ない

根拠 「学校が見るなら利用しない」という生徒が多い

条件 重大な危険への対応は別に設計する

問い → 主張 → 根拠 → 条件の順に、読む優先度を設計する。



TEXT 例
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画⾯に残す情報と、⼝頭で説明する意味を分ける
全文を載せて読むのではなく、画面は要点、口頭は関係・解釈を担う

Before｜全文をそのまま載せる After｜画面と口頭に分ける

学校AI相談チャットを導入した結果、生徒は人間関係や学
習不安についてAIに相談するようになり、その結果として
不安が軽減され、心身ともに健康になった生徒も多く見ら
れた。一方で、教師やスクールカウンセラーへ相談するこ
とは減少した。また、学校が相談履歴を確認すると発表す
ると、多くの生徒が利用したくないと回答した。

AI相談導⼊後
・人間関係・学習不安が改善

・心身の状態も改善

・人間への相談は減少

・「履歴を見るなら利用しない」という声

口頭で補う：『人間に相談しなくなった＝問題』とは単純に言えない。
本人の状態はむしろ改善しているからです。

画面＝残したい事実 ／ 口頭＝関係・解釈・意味



BULLETS 例
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箇条書きは、同じ観点で並べる
文末をそろえるだけでなく、何を比較しているかをそろえる

Before｜並んでいるだけ After｜比較軸がそろっている

・AIは便利である

・学校の責任

・利用履歴を保存する

・生徒が不安になる

比較軸｜ 学校が履歴を 見る ／ 見ない

1 相談しやすさへの影響

2 生命・安全への影響

3 プライバシーへの影響

4 学校の対応負担への影響

同じ観点で並べると、聴衆がAとBを比較できる。



CONTRAST 例
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断定／条件付きの主張
弱めるのではなく、範囲を正確にする

断定
l 全員に同じ方法を適用すべきだ

l この仕組みは必ず導入すべきだ

l 新しい方法の方が優れている

l 危険があるので禁止すべきだ

条件付き
l 利用目的と対象を限定して適用する

l 評価・確認の条件を満たす場合に導入する

l 利点が大きい場面から試行する

l 危険を減らす条件を定めて利用する



FORM フォーム
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フォームE：第8回講座後

E08-I01／I02 視覚階層で変更することと、画面から削って口頭へ移す内容
を書いてください。

E08-I03 教室最後列・スマートフォン・話者なし・グレースケールから選

んでください。

記録後、個人担当スライドへ反映します。



STUDIO 自由制作
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⾃由制作5 個⼈担当スライドを作る
次の全体講座は15:10

進めること

1 問い・主張・根拠・条件の視覚階層を整える

2 画面に残す内容と、口頭で説明する内容を分ける

3 箇条書き・断定表現を、比較軸・条件まで含めて直す

4 最後列／スマートフォン／話者なし／グレースケールで確認し、個人PPTXを保存する

15:10には全員が席へ戻ります。


